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夕
暮
れ
て
葱
の
匂
へ
る
河
原
畑

　
　
　
　
　
　

 

飯
田　

勇
一

朝
露
や
し
つ
と
り
と
咲
く
紅
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　

 

森　

静
江

秋
の
蝶
久
慈
清
流
の
風
に
の
り

　
　
　
　
　
　

 

綿
引　

英
子

長
電
話
握
る
木
の
実
の
温
も
れ
り

　
　
　
　
　

 

鯉
渕　

寿
美
恵

新
藁
の
残
る
陽
の
香
に
俵
編
む

　
　
　
　
　

 

仲
田　

ま
ち
ゑ

金
木
犀
く
し
ゃ
み
の
吾
を
見
降
ろ
せ
り

　
　
　
　
　
　

 

寺
門　

孝
子

大
相
撲
千
秋
楽
の
苦
い
酒

　
　
　
　
　
　

 

富
田　

多
蔵

曇
り
日
も
輝
く
じ
い
・
ば
あ
Ｇ
Ｇ
大
会

　
　
　
　
　
　

 

車
田　

綾
子

秋
雨
や
田
ん
ぼ
一
面
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　

 

飯
村　

孝
一

朝
顔
や
隣
り
の
垣
根
と
知
ら
ぬ
顔

　
　
　
　
　
　
　

 

川
原　

清

長
靴
を
あ
と
は
干
す
だ
け
草
虱

　
　
　
　
　
　

 

竹
内　

幸
子

晩
秋
や
細
長
き
吾
が
夕
陽
影

　
　
　
　
　
　

 

今
瀬　

多
代
美

晩
秋
の
太
陽
ダ
ム
に
映
り
け
り

　
　
　
　
　
　

 

飯
村　

昭
子

母
と
嬰
の
赤
ち
ゃ
ん
体
操
天
高
し

　
　
　
　
　
　

 

瀬
谷　

博
子

紅
白
の
玉
入
れ
や
っ
と
運
動
会

　
　
　
　
　
　

 

岩
下　

金
司

ま
く
な
ぎ
に
簗
の
瀬
音
の
立
ち
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　

 

田
口　

勝
元

ポ
ッ
ト
に
は
氷
水
い
れ
畑
ま
で

持
ち
来
る
夫
の
優
し
さ
染
み
る

　
　
　
　
　
　

 

薗
部　

光
子

め
く
る
く
せ
め
く
る
く
せ
つ
く
短
歌

本
心
は
れ
晴
れ
生
き
て
る
あ
か
し

　
　
　
　
　
　

 

富
田　

欽
子

職
員
が
十
七
万
の
ト
ッ
プ
な
り

小
池
知
事
な
る
素
晴
ら
し
き
女

　
　
　
　
　
　

 

山
形　

式
妙

音
あ
り
て
空
に
は
じ
け
る
遠
花

火
祭
り
の
夜
の
闇
深
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

 

枝　

不
美

切
り
通
し
の
路
に
咲
き
た
る
白
萩
に

ふ
る
れ
ば
こ
ぼ
る
い
と
し
き
花
よ

　
　
　
　
　
　
　

 

島　

愛
子

新
米
を
た
く
さ
ん
頂
き
あ
り
が

た
し
甘
き
香
の
す
る
朝
の
食
卓

　
　
　
　
　

 

坪
井　

き
よ
子

懐
し
き
故
郷
想
い
遥
か
な
る
星

空
も
見
ゆ
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に

　
　
　
　
　

 

萩
谷　

登
喜
子

秋
た
け
て
鮭
の
遡
上
す
る
那
珂
川

に
鳶
数
羽
舞
ふ
ゆ
っ
た
り
と
舞
ふ

　
　
　
　
　

 

冨
田　

佐
智
子

敬
老
の
日
の
お
便
り
を
頂
き
ぬ

病
ひ
な
き
身
の
有
が
た
き
か
な

　
　
　
　
　

 

杉
山　

み
ち
こ

快
よ
き
疲
れ
に
夕
餉
の
仕
度
せ
り

日
暮
ま
で
庭
の
草
引
き
を
り
て

　
　
　
　
　

 

渡
辺　

千
紗
子

リ
オ
の
地
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
か

れ
て
民
族
衣
装
も
華
や
ぎ
を
添
ふ

　
　
　
　
　
　

 

大
森　

久
子

玉
音
を
聴
ひ
て
過
ぎ
に
し
七
十
余
年

八
十
七
歳
に
し
て
今
を
生
か
さ
る

　
　
　
　
　
　

 

青
栁　

京
子

仏
像
を
彫
り
ゐ
し
夫
は
仲
間
達

と
山
形
、
宮
城
の
寺
々
巡
る

　
　
　
　
　
　

 

所　
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惠
子

　

清
音
寺
境
内
に
あ
る
町
指
定
文
化

財「
宝
篋
印
塔
」は
、
向
か
っ
て
右
か

ら「
菩
提
佐
竹
貞
義
公
」、「
開
山
復
庵

禅
師
」、「
開
基
佐
竹
義
敦
公
」の
墳
墓

塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
塔
は
、

形
態
の
特
徴
か
ら
南
北
朝
時
代
の
も

の
と
さ
れ
、
材
質
は
凝
灰
岩
で
、
高

さ
は
一
四
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メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
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提
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貞
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は
、
鎌
倉
時
代

後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
武
将
で
、

当
時
常
陸
国
北
部
を
支
配
し
て
い
た

佐
竹
氏
の
九
代
当
主
で
す
。
足
利
高

氏（
尊
氏
）の
倒
幕
軍
に
応
じ
、
そ
の

功
に
よ
り
常
陸
守
護
に
任
じ
ら
れ
、

以
後
歴
代
の
佐
竹
氏
当
主
が
常
陸
守

護
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
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開
山
の
復
庵
禅
師（
復
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己
）は
、

常
陸
国
に
生
ま
れ
、
中
国
に
渡
っ
て

中
峰
明
本
の
法
流
を
嗣
ぎ
ま
し
た
。

帰
国
後
、東
国
各
地
で
布
教
に
努
め
、

没
後
、
後
光
厳
上
皇
か
ら
大
光
禅
師

の
諡
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
城
里
町

の
名
産
で
あ
る
古
内
茶
も
、
元
々
は

復
庵
が
当
地
に
も
た
ら
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
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開
基
の
佐
竹
義
敦（
義
篤
）は
、
佐

竹
氏
十
代
当
主
で
す
。文
和
元（
興
国

六
・
一
二
五
二
）年
に
、
復
庵
禅
師
を

招
い
て
、
父
佐
竹
貞
義
の
菩
提
所
と

し
て
清
音
寺
を
中
興
開
山
し
、
寺
号

を
太
古
山
獅
子
院
清
音
寺
と
し
て
臨

済
宗
に
改
宗
し
ま
し
た
。
義
敦
は
、

没
後
、
こ
の
地
に
葬
ら
れ
、
以
後
、

清
音
寺
は
佐
竹
氏
の
菩
提
所
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
敦
の
子
ど
も
た
ち
は
、

小
場
氏
、
石
塚
氏
、
大
山
氏
等
と
な

り
、
城
里
町
内
と
そ
の
周
辺
に
佐
竹

氏
の
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。
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